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論文内容の要旨

本論文は，波浪中における船体運動によって生じる耐航性に関する諸現象聞の相互関係を考察し，荒

天運航時の船舶の耐航性能を量的に把握する方法を示すとともに，風波中での操船可能性や主機の運転

可能性を検討して航海能力について評価を行い，波浪中での運航性能評価について理論的な研究を行っ

たもので，次の 6 章から成っている。

第 1 章の緒論では，本研究の背景を説明し，その目的と意義について述べている。

第 2 章では，波浪中における運航性能を評価するための評価要素の内容と，運航性能評価要素が成り

立っているシステム的な結合を示すとともに，耐航性能を評価するために各耐航性能要素聞の相関関係

を考察している。

第 3 章では，各耐航性能評価要素の評価値及び危険度と，ある基準要素に対する他の要素の相対危険

度を定義して，船の波iζ対する出会角によるその変化を検討している。また，第 2 章で定義した耐航性

能評価要素のシステム的な結合が切断されない確率を船舶の耐航性能信頼度と定義し，乙の確率の近似

計算式を，各現象聞の相関係数と多次元 Rayleigh 確率密度関数を使って求めている。更に，それらを

用いて船舶の耐航性能評価指標を提案し，乙の評価指標と船舶の出会角，速度及び海象との関係を表す

評価図を作る乙とによって，基準とする一つの現象だけで，波浪中における船舶の耐航性能を総合的に

評価することができるような万法を示している。

第 4 章では，風波中における船速低下及び平水中船速に対する速度低下率を検討するとともに，操船

可能性や主機の運転可能性など，風波中での船舶の航海能力について評価を行っている。

第 5 章では，調速機を含む主機の動特性を考慮して，プロペラと主機の負荷変動を数値シミュレーシ
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ョンで求め，それを主機の特性平面上で評価する方法を提案している。更に，その結果を従来のプロペ

ラレーシング発生を評価する万法と比較検討するとともに，プロペラの負荷変動に及ぼす調速機特性の

影響についても考察している。

第 6 章では，本研究で得られた成果を結論としてまとめている口

論文の審査結果の要旨

次の時代を指向する造船技術の最重要課題として，高い安全性と信頼性を持って最も経済的な海上輸

送を遂行できる高度自動化船の研究開発が強調されている。

本論文は，乙のような課題を達成するために必要な高度自動運航システムの基礎的研究として，荒天

中における船舶の運航性能の総合評価方法について理論的考察を行ったもので，主な成果は次のとおり

である。

(1) 波浪中における船舶の安全性を規定する各種耐航性能評価要素と，風波中での操船及び主機運転上

からの航海能力評価要素を一つのシステム的な結合で考えて，荒天中運航性能を総合的に評価する手

法を新しく開発している。

(2) 波浪中における船体運動によって生じる諸現象を耐航性能評価要素とし，各評価要素を確率過程論

的に取り扱うことによって，各現象聞の相関関係を求めることができ，ある一つの現象の計測から他

の現象を予測できる乙とを示している。

(3) 互いに相関関係を有する多次元不規則現象を予測評価するため，多次元 Rayleigh 分布の結合確率

密度関数と分布関数の近似式を求め，乙の近似式によって耐航性分野で扱っている多次元現象の発生

確率を容易に推定できることを示している。

(4) 各耐航性能評価要素に対して，相対危険度を考慮することによって，多次元評価要素中の一つの基

準要素だけで，波浪中における船舶の耐航性能を総合的に評価する乙とができる万法を提案している。

(5) 低速航行状態では風波中における船速低下率が高速時より大きく，激しい海象中では操船不能状態

lζ陥り，十分な主機馬力の余裕がとられていない場合には，最大出力で航走しでも操船不能な状態か

ら離脱することが不可能な乙とがあることを示している。

(6) 低速船の主機の運転可能性を主機の特性平面上で検討した結果，激しい海象中では主機の平均作動

点が連続運転不可能な領域に位置し，十分な馬力余裕がない場合には，主機の運転上からも危険な状

態になることを示している。

(7) プロペラの回転数変動とトルク変動に限界値を与えて，変動の極値が限界値を超える確率で負荷変

動を評価する方法を提案し，低速航行状態では負荷変動が与えた限界値を超える確率が大きくなる乙

とを示すとともに，調速機特性が負荷変動に及ぼす影響を明らかにしている D

以上の研究成果は，船舶の運航性能を究明する上で新しい知見を与えたものであり，造船学の進歩に

寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。

nu 
つ
白

内
〈U




